
平成 28 年度事業計画書（案） 

平成 28 年 4月 1日から平成 29 年 3月 31 日まで 

 

特定非営利活動法人有明海ぐるりんネット  

 

はじめに 

有明海ぐるりんネットは毎月1回開催する例会と臨時のイベント及び冊子有明海の発刊を主

たる業務として活動を続けてきました。平成 26年度に冊子「有明海」第 10号を刊行し、一応

の区切りをつけたことで、今後の活動の方向性を明確にする必要に迫られています。会員間の

議論の参考にしていただければと思います。 

 

今後の活動の方向性について 

有明海ぐるりんネットは、設立趣意書に『有明海に関する知識と知恵を共有化し，有明海と

共生する暮らし方を探り，行動する組織として，NPO 法人「有明海ぐるりんネット」（仮称）を

結成したいと考えています』と述べて、NPO 法人を立ち上げました。「有明海に関する知識と知

恵を共有化し，有明海と共生する暮らし方を探る」活動は、例会活動、冊子「有明海」の発刊

を通して一定の成果を挙げることはできましたが、「行動する組織」としての実績は、「ラムサ

ール登録へ向けた取り組み」以外、見るべきものが無かったと思われます。 

そこで、今後の方向性を次のように考えてみました。 

 

1. 有明海の魅力を探り、学ぶ活動 

1-1「有明海に関する知識と知恵を共有化し，有明海と共生する暮らし方を探る」活動の中心

として毎月 1回の例会を今後とも継続します。講師推薦の担当を理事・監事から会員に

まで広げ、幅広い話題が討議できるようにしたいと思います。 

1-2 我々が有明海に関して学習してきた成果は、冊子「有明海」10 巻に集約されています。

この成果を、将来的には、補助金等を獲得して単行本として刊行したいと思います。 

 

2. 有明海の新たな魅力創生に寄与する地域活動 

2-1 有明海ぐるりんネットの唯一ともいえる活動成果である「東与賀干潟・肥前鹿島干潟ラ

ムサール登録」の内容の充実を目指します。 

2-2 有明海の環境再生に最も有効な「二枚貝復活」をサポートする事業に取り組みます。 

 

3. 有明海の魅力発信広報活動 

3-1 法人発足以来続けてきた情報発信をより広げる為、媒体としてのホームページを充実さ

せる第二期制作にかかります。 

3-2 設立目的に掲げた「有明海をぐるっとネットワーク化する」を再出発させる第一歩とし

て、有明海沿岸域で実施される祭り、行事、事業等を調査し、一冊の地図とカレンダー

に取りまとめ、印刷物とホームページで公開する 

 



２．事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動にかかる事業 

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 従事者

の人数 

受益者対象

の範囲及び

人数 

支出額 

（千円） 

①有明海に

関連した環

境教育及び

生涯教育に

関する事業 

有明海ぐるりんネット

定例会と出張定例会 

原則とし

て毎月1回

(第2木曜) 

MIZ・P-CSR

研究所 

鹿島市 

日田市 

柳川市等 

3  

 

会員 

 

 

70 

 

 

②有明海沿

岸域の地域

連携及び地

域づくりに

関連する事

業 

佐賀市主催「東よか干

潟」イベント出展 

鹿島ガタリンピックイ

ベント出展 

5月 8日 

 

6 月 5日 

佐賀県 15 

 

国内外 

（不特定） 

 

70 

サルボウ貝のレシピコ

ンペと、試食会 

（再生機構共催） 

コンペ入賞レシピを使

った試食会 

4月～ 

 

 

10 月 

佐賀県 5 県内、県外 

（不特定） 

 

50 

カキ礁復活を支援する

ための竹ぼうきを作成

提供イベント 

（嘉瀬川交流軸共催） 

 

6 月 佐賀県 5 県内、県外 

（不特定） 

0 

カキ礁復活 

現場見学会 

 

8 月 佐賀県 5 県内、県外 

（不特定） 

 

50 

干潟ぐるりんネットサ

ミットの開催 

 

11 月 20 日 佐賀県 

 

30 

 

県内、県外 

（不特定） 

 

 

230 

 

③有明海及び

有明海沿岸域

の生活、文化、

観 光 等 の向

上、振興に関

する事業 

ホームページ内容充実

の為、第二期制作作業 

 

有明海沿岸域の連携ネ

ットワーク化の為の 

周辺イベント調査と 

カレンダーの作成及び

ネット公開 

4月～ 

 

 

佐賀県 5 国内外 

（不特定） 

100 

 

 

50 

 

 


